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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・うみねこ幸房前の駐車場の区画整備実施。決められた車両以外の車両が駐車されていた場合はレッカー移動となる為、注意して下さい。詳細については各自掲示板を確認の事。

・個人情報漏洩防止の巡視結果のお知らせあり。詳細については各自掲示板を確認の事。

＜外来情報＞

・向井　敦子様～昨日退院となっていたが、帰宅後より「病院へ戻りたい」と訴えあり、歩行の不安定さも見られ転倒・階段を降りれない状態あり、家族対応困難な事から本日当院受診。東病棟Ｂユニットへ任意入院となっている。

・平　康子様～就床前薬1包紛失。本日不足分の就床前薬1包処方となっている。

・高田　マキ様～本人様より盛岡市に転居し、岩手医大への転院、紹介状記入希望の件で本日本人様が受診している。11月14日9時に予約をとっており、主治医より予約をとれたら記入すると言われた為、自分で電話して予約をとったのに記入してもらえない事に失望し、過去も含め主治医への不満を訴える。主治医より今後も当院への通院を継続してほしい事、岩手医大へは紹介状記入出来ない事（大沼Drがいる為）、岩手医大以外であれば紹介状記入する事説明している。本人様は個人病院でもいいから自分で探し、デイケアも辞めると話されている。
＜新患情報＞

・11/11（火）　立花　栄子様（83）　中野Ｄｒ

　現在、五戸町にて長男夫婦、孫2人との5人暮らし。H19年9月、めまい、肩こりがあり地元の田中医院を受診。その後、八戸赤十字病院[精神科]を受診し、2か月程入院(詳細確認中)。退院後は田中医院への通院を継続。H22年頃より心肥大が見られ、H22年には大動脈弁狭窄症と診断されていた。同時期よりパーキンソン症状あり、歩行が小刻みで足の運びの悪さがあり、服薬調整が行われていた。物忘れも見られており、物をどこに置いたかわらかなくなることがあった。徐々に通院が困難となり、H25 年11月より訪問診療を開始。H26年6月頃より、服薬管理が困難となり、歩行状態が不安定となっていた。幻視の訴えあり夜間「３、４人も裸の人がたくさんいて寝れない」等、物を指して人に見えると訴える事もあった。H26年7月には、孫が入院し、家族対応困難な状態となり圭仁会病院へ入院。入院中には他患者の鼻ﾁｭｰﾌﾞを抜くなどの行動があった。H26年10月には、「ひいばあさんが見える」「泥棒が侵入した」「かごの中に子供の顔が見える」「夜に寝室に入ってきて誰かがいる」等と訴えており、かかりつけ医が薬物調整を行っていたが、改善見られず、かかりつけ医より、認知症の専門治療を勧められ、当センターへ相談に至る。

